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臨床研究に関する情報公開 

（全国胃癌登録事業参加について） 

 

当院では、患者さんに安心して医療を受けていただくために、安全な医療をご提供すると

ともに、患者さんの個人情報の取り扱いにも、万全の体制で取り組んでいます。 

日本胃癌学会（事務局：京都府立医科大学消化器外科内、FAX：075-251-5522）では、

学会に参加する施設で診療を行った胃癌患者さんの診断・治療情報を登録し、胃癌の発

生・受療の状況、予後を明らかにし、胃癌の予防、胃癌対策、胃癌医療の向上に役立て

る取り組み（全国胃癌登録）を実施しています。この事業は、その時点での我が国の胃癌

診療の現況を浮き彫りにし、基礎と臨床の種々の研究に貢献し、さらに、国際的な規約・

規定の策定・改定にも寄与してきました。集計結果は、統計的な考察を加えて日本胃癌

学会誌“Gastric Cancer”に適時英文掲載されます。 

 

 当院は、上記の日本胃癌学会による全国胃癌登録の趣旨に賛同し、登録事業に積極

的に協力しております。当院で診療を行いました胃癌患者さんについては、個人情報を削

除した後、診断・治療情報を胃癌学会事務局に届出いたします。但し、文書による非同

意の意思表示がなされた場合には届出を致しません。また、後に非同意や登録の削除を

申し出られました場合にも登録を削除いたします。ご不明な点などありましたら、下記お問い

合わせ先の担当者までお気軽にお尋ねください。 

 

■研究の対象となる方 

2011年 1月～2011年 12月に当院で胃癌に対し内視鏡切除を行われた方 

 

■ご協力頂く内容 

上記の対象期間中に診療録に記録された診療情報（組織型、腫瘍径、深達度等）を、研究に使用さ 

せて頂きます。使用に際しては、政府が定めた倫理指針に則って個人情報を厳重に保護し、研究結 

果の発表に際しても、個人が特定されない形で行います。 

 

■本研究全体の研究代表者： 

日本胃癌学会・登録委員会委員長 新潟県立がんセンター新潟病院外科 梨本篤 

 

■お問い合わせ先 

KKR札幌医療センター 消化器内科 関 英幸 

 


